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武
家
屋
敷
群
の
活
用
と 

こ
れ
か
ら
の
観
光 

    

 

奈
良
迫 

英
光 

 

一
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
域
と
日
本
遺
産 

文
化
財
保
護
法
で
は
、「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
」
と
は
、
城
下
町
・
宿
場
町
・
門
前
町
・
寺
内

町
・
港
町
・
農
村
・
漁
村
な
ど
の
伝
統
的
建
造
物
群

が
残
り
、
こ
れ
と
一
体
と
な
し
て
歴
史
的
風
致
を
形

成
し
て
い
る
環
境
を
保
存
す
る
た
め
に
、
市
町
村
が

定
め
る
地
区
を
指
し
て
い
る
。 

こ
の
制
度
は
、
文
化
財
と
し
て
の
建
造
物
を
「
点
」

（
単
体
）
で
は
な
く
「
面
」（
群
）
で
保
存
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
保
存
地
区
内
で
は
社
寺
・
民
家
・
蔵

な
ど
の
「
建
築
物
」
は
む
ろ
ん
、
門
・
土
塀
・
石
垣
・

水
路
・
墓
・
石
塔
・
石
仏
・
燈
籠
な
ど
の
「
工
作
物
」、

庭
園
・
生
垣
・
樹
木
・
水
路
な
ど
の
「
環
境
物
件
」

を
特
定
し
保
存
措
置
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
に
と
っ
て
そ
の
価
値
が
特
に
高
い
も
の
を

「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
と
し
て
選
定

し
て
お
り
、
令
和
３
年
８
月
現
在
、
日
本
全
国
で 

 

１
０
４
市
町
村
１
２
６
地
区
あ
り
、
約
３
万
件
の
伝

統
的
建
造
物
及
び
環
境
物
件
が
特
定
さ
れ
保
護
さ
れ

て
い
る
。 

県
内
で
は
、「
知
覧
」、「
出
水
麓
」、「
入
来
麓
」「
加

世
田
麓
」
の
４
地
域
が
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
の
地
域
も
武
家
屋
敷
群
を
中
心
と
し
た

武
家
町
の
名
残
を
留
め
て
い
る
。 

薩
摩
藩
は
、
領
内
を
１
１
３
の
区
画
に
割
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
地
頭
仮
屋
を
設
け
、
そ
の
周
囲
に
「
麓
」

と
い
う
武
士
の
集
落
を
作
り
、
そ
の
地
域
の
行
政
と

軍
備
を
管
轄
さ
せ
た
。
こ
の
制
度
は
島
津
家
当
主
の

内
城
に
対
し
て
外
城
と
い
い
、
歴
史
用
語
と
し
て
外
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城
制
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
鹿
児
島
県
で
は
１
県
９
市
を
構
成
自
治
体

と
す
る
「
薩
摩
の
武
士
が
生
き
た
町
～
武
家
屋
敷
群

「
麓
」
を
歩
く
」
が
令
和
元
年
５
月
、
文
化
庁
の
「
日

本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
。 

二
、
武
家
屋
敷
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催 

平
成
２
３
年
出
水
市
の
渋
谷
市
長
（
当
時
）
の
呼

び
か
け
で
、
南
九
州
市
、
出
水
市
、
薩
摩
川
内
市
の

３
市
が
連
携
し
て
「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

を
も
っ
と
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
、
広
域
観
光
推

進
と
い
う
趣
旨
で「
武
家
屋
敷 SUMMIT 
２
０
１
１
」

が
知
覧
武
家
屋
敷
で
開
催
さ
れ
た
。 

小
生
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
「
新
し
い
時

代
の
武
家
屋
敷
観
光
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
長
と
そ
れ

ぞ
れ
の
武
家
屋
敷
保
存
会
の
会
長
の
６
人
が
、
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。 

武
家
屋
敷
の
魅
力
を
一
緒
に
情
報
発
信
し
、
旅
行

客
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
周
遊
で
き
る
環
境
整
備
に

努
め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
創
造
す
べ
く
、
ス
タ
ン
プ
カ

ー
ド
の
発
行
や
ガ
イ
ド
の
充
実
を
図
る
こ
と
な
ど
の

取
組
を
確
認
し
た
。
歴
史
的
資
源
を
活
か
し
相
互
に

連
携
・
協
調
し
て
今
後
活
動
す
る
証
と
し
て
協
定
書

も
交
換
し
た
。 

新
幹
線
停
車
駅
を
基
点
に
バ
ス
、
レ
ン
タ
カ
ー
、

マ
イ
カ
ー
を
活
用
し
た
薩
摩
半
島
観
光
ル
ー
ト
の
開

発
、
武
家
屋
敷
群
を
保
存
・
管
理
し
て
い
る
団
体
の

相
互
交
流
の
推
進
、
３
市
が
協
力
し
て
の
県
外
客
誘

客
活
動
の
展
開
と
な
っ
て
い
る
。 

武
家
屋
敷
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
繋
ぎ
、
地
域
の
四
季

折
々
の
情
報
を
提
供
し
、
相
互
に
経
済
効
果
を
も
た

ら
す
取
組
が
重
要
で
あ
る
。 

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
、
消
費
者
意
識
が
変
化
し
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
、
個
人
化
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
、 

 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
は
情
報
入
手
・
発
信
の
多
様
化
、
誘

客
の
広
域
化
を
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
３
市

の
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
。 
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三
、
各
武
家
屋
敷
群
の
魅
力
と
活
用 

（
１
）
知
覧
武
家
屋
敷
群 

第
１
８
代
知
覧
領
主
島
津
久
峯
の
時
代
に
造
ら

れ
た
麓
地
区
は
、
領
主
の
お
仮
屋
を
中
心
に
地
割
が

な
さ
れ
、
そ
の
後
方
に
は
母
ガ
岳
の
優
雅
な
山
容
が

ひ
か
え
、
麓
地
区
全
体
が
一
つ
の
箱
庭
の
よ
う
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
京
の
庭
師
が
造
っ
た
庭

園
は
、
母
ガ
岳
を
借
景
に
イ
ヌ
マ
キ
や
サ
ツ
キ
、
つ

つ
じ
が
植
栽
さ
れ
、
築
山
泉
水
式
１
つ
、
枯
山
水
式

６
つ
あ
り
、
約
２
７
０
年
前
（
江
戸
時
代
）
の
感
性

を
伝
え
て
い
る
。 

武
家
屋
敷
を
繋
ぐ
道
路
の
生
け
垣
は
、
敵
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
に
特
有
の
作
り
と
な
っ
て
お
り
、
薩
摩

の
小
京
都
に
ふ
さ
わ
し
い
佇
ま
い
は
、
訪
れ
る
人
の

心
を
癒
し
て
や
ま
な
い
。 

か
つ
て
知
覧
は
戦
時
中
に
特
攻
隊
の
基
地
が
お

か
れ
、
多
く
の
若
者
が
飛
び
立
ち
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ

た
悲
劇
の
物
語
の
地
で
も
あ
る
。
近
く
の
「
知
覧
特 

                  

知覧武家屋敷 
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攻
平
和
会
館
」
は
バ
ブ
ル
期
ま
で
は
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
た
が
、戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
、

ま
た
旅
行
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
よ
り
入
館
者
数
は
伸
び

悩
ん
で
い
る
。
指
宿
へ
の
観
光
ル
ー
ト
の
一
つ
で
あ

る
が
、
そ
の
指
宿
も
宿
泊
者
の
減
少
と
い
う
課
題
に

直
面
し
て
い
る
。 

知
覧
は
鹿
児
島
で
も
有
数
の
茶
ど
こ
ろ
で
あ
り
、

茶
摘
み
体
験
や
茅
葺
屋
根
の
部
屋
で
庭
園
を
眺
め
な

が
ら
の
お
茶
時
間
も
提
供
し
た
い
。
新
し
い
需
要
開

拓
が
望
ま
れ
る
。 

（
２
）
出
水
武
家
屋
敷
群 

薩
摩
藩
の
鹿
児
島
城
下
か
ら
領
外
へ
で
る
主
要

な
街
道
の
一
つ
で
、
海
沿
い
に
肥
後
に
通
ず
る
重
要

な
軍
事
的
拠
点
で
、
国
境
に
は
厳
し
い
「
野
間
の
関

所
」
が
置
か
れ
た
。
出
水
麓
は
薩
摩
藩
の
中
で
も
最

も
規
模
が
大
き
く
、
ま
た
、
集
め
ら
れ
た
武
士
は
つ

わ
も
の
が
多
く
、絶
え
ず
鍛
錬
を
積
ん
だ
と
言
わ
れ
、

そ
の
精
神
は
「
出
水
兵
児
修
養
掟
」
に
引
き
継
が
れ

知覧武家屋敷庭園 
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て
い
る
。
公
開
さ
れ
て
い
る
「
税
所
邸
」「
竹
添
邸
」

で
武
家
屋
敷
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」の
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
、

休
日
に
は
「
い
ず
み
観
光
牛
車
」
が
運
行
さ
れ
観
光

客
の
人
気
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
着
物
で
武
家
屋
敷
を
散
策
後
、
琴
の
演
奏
、

お
茶
の
接
待
を
受
け
、
着
衣
し
た
新
品
同
様
の
着
物

は
安
価
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
外
国
人

に
は
日
本
文
化
を
体
験
で
き
る
こ
と
が
人
気
を
博
し

て
い
る
。
最
近
「
宮
路
邸
」
が
富
裕
層
向
け
の
宿
泊

施
設
と
し
て
改
装
オ
ー
プ
ン
し
た
。
武
家
屋
敷
群
の

用
途
変
更
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
景
観
を
守
り

な
が
ら
、
経
済
効
果
を
創
出
す
る
い
い
事
例
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

出
水
市
に
は
世
界
一
の
羽
数
を
誇
る
「
ツ
ル
渡
来

地
」
が
あ
り
、
周
辺
の
干
拓
地
は
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
」
に
登
録
さ
れ
た
。
駅
を
中
心
に
武
家
屋
敷
群
と

の
回
遊
性
を
確
保
で
き
る
か
が
課
題
で
あ
る
。 

                  

出水武家屋敷 
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（
３
）
入
来
武
家
屋
敷
群 

鎌
倉
時
代
、
相
模
国
の
渋
谷
氏
が
入
來
に
入
部
、

入
来
院
姓
を
名
乗
っ
た
。
清
色
城
を
居
城
と
し
、
明

治
維
新
ま
で
こ
の
地
を
統
治
し
た
。
１
５
９
５
年
か

ら
１
６
１
３
年
迄
島
津
氏
の
直
轄
地
と
な
り
、
こ
の

間
に
山
城
の
麓
に
石
垣
、
土
塁
を
巡
ら
し
た
地
頭
館

が
築
か
れ
、
今
の
麓
集
落
が
形
成
さ
れ
た
。
山
中
に

は
「
曲
輪
」
や
「
堀
切
」
が
、
ま
た
、
整
然
と
し
た

区
割
や
茅
葺
門
、
お
仮
屋
跡
な
ど
多
数
の
史
跡
が
あ

る
。 美

し
い
玉
石
群
は
、
樋
脇
川
の
自
然
石
を
組
ん
で

あ
り
、
生
垣
の
緑
が
引
き
立
さ
せ
て
い
る
。
近
く
に

あ
る
「
旧
増
田
家
住
宅
」
も
見
逃
せ
な
い
。 

入
来
を
有
名
に
し
た
も
の
と
し
て
「
入
来
文
書
」

が
あ
る
。
エ
ー
ル
大
学
の
朝
河
貫
一
教
授
に
よ
っ
て

著
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
、
地
頭
と
し

て
北
薩
地
方
に
入
部
し
た
渋
谷
一
族
の
ひ
と
つ
、
入

来
院
氏
に
関
す
る
文
書
の
世
界
で
、
封
建
制
度
を
知 

出水着物体験とお茶会 
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入来茅葺門 

 

The Documents of Iriki ― 入来文書 

  朝河 貫一・著／矢吹 晋・訳、柏書房（2005年８月発売） 
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る
上
で
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
中
世
を
研
究
す
る

人
が
一
度
は
訪
れ
た
い
と
思
う
地
で
も
あ
る
。 

入
来
武
家
屋
敷
群
周
辺
に
は
、
市
比
野
温
泉
、
入

来
、
諏
訪
温
泉
な
ど
特
徴
の
あ
る
泉
質
を
持
つ
鄙
び

た
温
泉
が
あ
る
。
大
宮
神
社
は
「
君
が
代
」
発
祥
の

地
と
さ
れ
、
藺
牟
田
池
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録

湿
地
と
な
っ
て
い
る
。 

最
近
で
は
、
そ
の
武
家
屋
敷
群
の
中
に
は
空
き
家

も
目
立
っ
て
い
る
。
訪
れ
た
人
が
休
憩
で
き
、
食
事

や
地
元
産
品
、
小
物
等
が
購
入
で
き
る
施
設
が
求
め

ら
れ
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
の
創
出
に
は
四
季
折
々
の
魅

力
発
信
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
経
済
効
果

を
も
た
ら
す
。
今
、
地
域
住
民
の
賛
同
を
得
な
が
ら
、

「
入
来
薪
能
」
復
活
の
取
組
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。 

四
、
こ
れ
か
ら
の
武
家
屋
敷
群
の
活
か
し
方 

誘
客
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
武
家
屋
敷
群
の
特
徴
・
違

い
・
魅
力
を
い
か
に
伝
え
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
現

地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
が
欠
か
せ
な

い
。
人
の
語
り
が
あ
っ
て
始
め
て
そ
の
造
り
に
納
得

す
る
。
従
来
、
伝
統
的
重
要
建
造
物
群
な
ど
の
文
化

財
は
、
保
存
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
き
た
。
今

後
は
保
存
し
な
が
ら
活
用
す
る
こ
と
で
誘
客
に
つ
な

げ
、
経
済
効
果
を
地
域
全
体
に
広
げ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。 

人
口
減
少
が
続
く
中
で
関
係
人
口
拡
大
は
不
可

欠
で
あ
る
。
日
本
の
良
き
伝
統
の
証
で
あ
り
、
先
人

達
が
築
い
て
き
た
文
化
財
を
、
多
く
の
人
々
に
見
学

し
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
街
の
魅
力
発

信
と
な
る
。 

「
鏡
餅
、
ひ
な
人
形
や
こ
い
の
ぼ
り
、
着
物
、
風

鈴
、
七
夕
、
竹
灯
り
」
な
ど
を
飾
り
、「
琴
の
演
奏
、

薪
能
、
茶
会
、
生
花
や
習
字
の
展
示
会
」
の
発
表
の

場
所
等
と
し
て
、
四
季
折
々
の
仕
掛
け
が
欠
か
せ
な

い
。
武
家
屋
敷
群
を
基
点
に
周
辺
の
魅
力
も
発
信
す

る
こ
と
が
持
続
で
き
る
地
域
へ
の
「
道
し
る
べ
」
と

な
る
。 
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日
南
市
に
あ
る
飫
肥
は
、
伊
東
氏
５
万
１
千
石
の

名
残
を
と
ど
め
る
城
下
町
で
あ
る
が
、
１
０
数
年
前

ま
で
は 

衰
退
が
続
く
町
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
飫
肥

城
下
町
保
存
会
が
立
ち
上
が
り
、「
食
べ
歩
き
・
ま
ち

歩
き
」
の
チ
ケ
ッ
ト
付
き
マ
ッ
プ
を
発
売
し
、
地
域

一
体
と
な
っ
て
町
の
再
生
に
努
め
て
い
る
。
日
南
線

に
「
海
幸
・
山
幸
」
号
が
走
り
、
武
家
屋
敷
群
を
活

用
す
る
こ
と
で
新
た
な
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
に
努
め

て
い
る
。 

県
内
に
は
３
か
所
以
外
に
も
、
蒲
生
、
加
世
田
、

垂
水
、
串
木
野
、
甑
島
の
里
と
手
打
、
志
布
志
、
喜

入
等
に
も
武
家
屋
敷
が
残
り
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
。 

今
後
は
武
家
屋
敷
群
・
日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
繋
ぎ
、
連
携
し
た
取
組
が
求
め
ら
れ
る
。
地
域
住

民
が
文
化
の
再
興
を
通
し
て
、
自
分
の
街
に
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。 

五
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
地
づ
く
り 

・
・「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
へ
の
取
組 

（
１
）
観
光
は
地
域
社
会
産
業 

観
光
は
社
会
的
に
有
用
も
の
が
活
か
さ
れ
る
こ

と
か
ら
「
地
域
社
会
産
業
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

大
き
な
投
資
は
必
要
な
く
現
在
あ
る
地
域
資
源
の
点

検
、
磨
き
上
げ
が
重
要
で
あ
る
。 

観
光
の
流
れ
は
宴
会
型
団
体
旅
行
か
ら
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
を
持
っ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
変
化
し
て
い
る
。

温
泉
、
名
所
旧
跡
、
娯
楽
だ
け
で
は
持
続
で
き
る
観

光
地
づ
く
り
は
難
し
い
。 

消
費
者
は
、
そ
こ
に
し
か
な
い
「
自
然
・
歴
史
・

伝
統
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
」「
人
々
の
暮
ら
し
」
な
ど

地
域
の
生
活
・
文
化
に
ふ
れ
る
交
流
の
場
を
求
め
て

い
る
。 

周
辺
の
第
一
次
産
業
・
２
次
産
業
を
取
り
込
み
、

そ
の
魅
力
を
観
光
客
に
体
感
さ
せ
る
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
。 
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（
２
）
地
域
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
人
材

の
登
用
と
情
報
発
信 

地
域
活
性
化
に
は
、
地
域
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で

き
る
人
材
の
登
用
が
欠
か
せ
な
い
。「
観
光
施
設
」「
交

通
事
業
」「
宿
泊
施
設
」「
直
売
・
物
産
店
」「
飲
食
業
」

「
農
林
水
産
業
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
な
ど
あ
ら
ゆ
る
情
報
が

蓄
積
さ
れ
た
組
織
で
司
令
塔
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
。

四
季
の
変
化
、
農
水
産
物
、
祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
、
映

画
の
舞
台
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
観
光
客
が
共
感
を

覚
え
る
動
画
等
に
組
み
替
え
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

地
域
の
多
種
多
様
な
人
と
交
わ
り
、
自
ら
も
汗
を
か

き
動
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
熟
知
し
て

い
る
人
材
を
配
置
し
て
敏
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。 

行
先
選
択
や
滞
在
先
で
の
行
程
を
決
め
る
に
あ

た
り
、
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
検
索
サ 

イ
ト
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
常
に
旬
の
情
報
を
提

供
し
、
問
合
わ
せ
に
は
シ
ー
ム
レ
ス
で
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
回
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
デ
ー
タ
と 

Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
た
Ｄ
Ｘ
の
推
進
で
、
地
域
資
源

の
新
た
な
価
値
創
造
を
は
か
り
た
い
。 

（
３
）
公
共
空
間
の
魅
力
づ
く
り 

経
済
効
果
を
循
環
さ
せ
る
に
は
、
日
常
の
空
間
を

楽
し
む
仕
掛
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。
沿
道
か
ら
の

看
板
・
ゴ
ミ
箱
の
撤
去
、
自
動
販
売
機
の
木
枠
化
な

ど
で
環
境
を
守
り
た
い
。「
農
漁
村
の
く
ら
し
」「
四

季
の
自
然
の
移
ろ
い
」「
地
域
に
残
る
様
々
な
ス
ト
ー

リ
ー
」「
五
穀
豊
穣
を
願
う
催
事
」
等
魅
力
を
発
信
し

た
い
。 

女
性
が
楽
し
め
る
「
果
物
狩
り
」「
収
穫
体
験
」「
陶

芸
教
室
」「
田
舎
料
理
作
り
」
等
本
物
の
体
験
メ
ニ
ュ

ー
も
欠
か
せ
な
い
。
体
験
後
は
木
漏
れ
日
の
下
で
食

事
が
で
れ
ば
よ
り
交
流
が
深
ま
る
。
美
術
館
、
博
物

館
、
文
学
館
等
の
施
設
が
あ
る
所
は
、
定
期
的
な
展

示
会
を
、
音
楽
祭
等
は
前
広
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
滞

在
す
る
人
が
多
く
な
る
。 
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（
４
）「
食
」
の
魅
力 

観
光
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
の
が
「
食
」
で
あ
る
。

誘
客
に
は
旬
の
情
報
が
必
要
で
あ
る
。
古
民
家
や
地

元
の
人
が
行
く
居
酒
屋
、
農
家
で
の
手
作
り
の
田
舎

料
理
、
獲
れ
た
魚
介
類
を
使
っ
た
漁
師
さ
ん
の
店
で

の
食
事
等
に
人
気
が
あ
る
。「
食
」
こ
そ
地
域
の
生
活

文
化
を
表
す
も
の
で
あ
る
。 

顧
客
の
ニ
ー
ズ
は
「
安
全
・
安
心
」「
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
食
材
で
収
穫
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
映

る
」
こ
と
で
あ
る
。
近
く
に
道
の
駅
、
直
売
店
が
あ

れ
ば
楽
し
み
も
増
加
す
る
。 

（
５
）
地
域
・
組
織
の
連
携 

 

自
治
体
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
我
町
に
関
す
る
こ

と
し
か
掲
載
し
て
な
い
の
が
多
い
。「
観
光
客
に
県
境

は
な
い
」。「
観
光
客
は
広
域
に
移
動
す
る
」
こ
と
か

ら
周
辺
の
市
町
村
の
観
光
資
源
、
生
活
・
文
化
を
一

緒
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
自
分
の
町
に
な
い
も
の
が
カ

バ
ー
さ
れ
、
波
及
効
果
が
生
ま
れ
る
。 

ま
た
、
自
治
体
、
観
光
団
体
、
特
産
品
協
会
、
商

工
会
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
で
相
乗
効
果
を
高
め
る

こ
と
と
な
る
。
特
に
大
都
市
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
は
そ
れ
が

功
を
奏
す
る
。 

地
域
を
回
遊
さ
せ
る
こ
と
で
経
済
効
果
が
循
環

し
、
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
高
め
「
お
も
て

な
し
の
心
」
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
。
垣
根
を
超
え

た
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。 

（
６
）
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
富
裕
層
へ
の
対
応 

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
蒸
発
し
た
が
、
収

束
後
は
大
き
な
ブ
ー
ム
が
来
る
と
想
定
さ
れ
る
。 

鹿
児
島
県
は
東
ア
ジ
ア
に
近
く
、
４
か
国
か
ら
の

定
期
便
が
再
開
さ
れ
る
と
一
気
に
回
復
す
る
と
思
わ

れ
る
。外
国
人
の
滞
在
に
は
、外
国
語
表
記
の
充
実
、

キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
店
舗
の
拡
大
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
宿

泊
施
設
以
外
の
食
事
場
所
提
供
等
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー

の
取
組
が
欠
か
せ
な
い
。 

日
本
人
の
国
内
旅
行
需
要
が
成
熟
し
て
い
る
中
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で
、
外
国
人
受
入
こ
そ
が
地
域
を
救
う
方
策
の
一
つ

で
も
あ
る
。
ま
た
、
富
裕
層
は
消
費
額
が
大
き
く
経

済
効
果
を
も
た
ら
す
。
人
口
の
上
位
０
・
３
％
に
す

ぎ
な
い
富
裕
層
が
全
旅
行
消
費
額
の
４
分
の
１
を
占

め
て
い
る
。
質
の
高
い
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
た
い 

六
、
最
後
に 

観
光
は
従
来
、
宿
泊
や
観
光
施
設
、
運
輸
機
関
、

飲
食
店
・
お
土
産
店
等
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
住
民
、
農
林
水
産
業
、
製
造
業
、

文
化
施
設
な
ど
直
接
観
光
に
関
与
し
て
こ
な
か
っ
た

人
た
ち
も
取
り
込
み
、
地
域
の
魅
力
を
創
出
し
発
信

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。「
量
」
か
ら
「
質
」
へ

の
転
換
を
図
り
、
観
光
従
事
者
の
ス
テ
ィ
タ
ス
を
上

げ
る
努
力
も
欠
か
せ
な
い
。 

「
社
会
」「
経
済
」「
環
境
」
を
守
る
こ
と
が
「
持

続
可
能
な
観
光
地
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
と
な
る
。
住
民
が

地
域
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
で
来
訪
者
に
対
し
ブ
ラ
ン

ド
価
値
を
糧
に
温
か
い
お
も
て
な
し
が
提
供
で
き
る
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
た
い
も
の
で
あ
る
。 

 

不
来
方
（
こ
ず
か
た
）
の 

お
城
の
草
に 

 

寝
転
び
て 

空
に
吸
は
れ
し 

十
五
の
心 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ 

石
川
啄
木 

～ 

 

（
元
鹿
児
島
県
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
） 
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